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	1. 取得の概要
	2. 取得及び貸借の理由 　本投資法人の規約に定める資産運用の対象及び方針に基づき、ポートフォリオの資産規模の成長と安定的収益の確保を実現するため、本取得及び貸借を決定しました。なお、本物件の取得決定に際しては、特に以下の点を評価しました。
	また、本物件のテナントに関しては、平成26年9月30日付本投資法人の運用体制報告書に記載のテナント選定基準に適合しております。
	① 立地について 　本物件は、東京都大田区の平和島に位置しており、首都高速羽田線の平和島ランプに近接した立地であることから、周辺には物流施設が集積しています。
	最寄り駅（京急「平和島」駅）から徒歩約9分に立地し、首都高速や幹線道路（環七通り）を通じて、羽田空港や都心へのアクセスが容易であり、車利用における交通利便性に優れています。こうした立地特性から、近隣に物流拠点を持つ物流会社や物販企業のバックオフィスニーズに対し、訴求力を有するものと考えております。
	② 建物について 　建物は、外観が白色の総タイル貼りの視認性の高いデザインとなっており、エリア内においては延床5,000坪、基準階350坪と比較的大規模なオフィスビルとなっています。床荷重も500kg/㎡と、製品の保管・梱包ニーズに耐えうるスペックであり、駐車場も134台、内平置き75台と営業車を活用するテナントや搬入搬出を伴うテナントニーズに対応しています。

	3. 取得予定資産及び貸借予定の内容
	4.  鑑定評価書の概要
	取得先の概要
	（注）取得先より承諾を得られていませんので、非開示としています。
	5. 物件取得者等の状況
	取得予定資産は、本投資法人・本資産運用会社と特別な利害関係にある者からの取得ではありません。
	6. 媒介の概要 　該当ありません。
	7. 決済方法 　借入金により物件引渡時に一括決済する予定です。
	8. 取得の日程取得予定資産の取得に係るスケジュールは以下のとおりです。
	9. 運用状況の見通し 　取得予定資産の取得及び貸借の開始は平成27年1月8日を予定しているため、本投資法人の平成26年12月期（第5期）の運用状況の予想についての修正はありません。

